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2025年８月 日発行 

２０２５国際協同組合年（IYC2025）の取り組みとして、かなが
わＣｏｰネット会員組織相互の理解を図るため、2025 年１月より
順次会員組織の紹介をしています。 
なお、紹介記事は 10 回に分けて発信していきます。 

～２０２５年は国際協同組合年です～ 
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※今回紹介する組織にはマーカーを引いております。 
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令和７年７月１９日開催 

「あぐりんずつくい夏の感謝祭」 

 

 

■神奈川つくい農業協同組合（ＪＡ神奈川つくい） 

■組織概要 

ＪＡ神奈川つくいは、相模原市の北西部を拠点とし「つくい農業の活性化と健康で豊かな

暮らしへの貢献」を基本目標としています。協同組合の理念のもとで行う地域活性化活動に

より、地域にお住いのすべての方が経済的な豊かさ・心の豊かさを分かち合えることを願っ

ています。 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

協同組合間の提携では、主に農畜産物直売所「あぐりんずつくい」にて地元の農畜産物・

加工品に加え、県内各地の特産物等を店頭に並べ、つくい地域の消費者にアピールを行って

おります。また海に面した「よこすか葉山農協女性部」との組織間交流は、地理的条件によ

り活動内容・活動理念の違いを学ぶことができ、組織活性化の一助になりました。 

今後は、Ｃo-ネット会員組織の地域を超えた交流を通じて、ＳＤＧs、フードドライブ等

新たな活動を軌道に乗せ、地域における協同組合の力を益々発揮してまいりたいと思いま

す。 

■ホームページの QR コード 
 

 

 

 

 

 

       

       

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：総務部総務課 

TEL：０４２－７８４－９９０１      E-mail： PR-Jatsukuigun@ml.kn-ja.or.jp 

津久井在来大豆を使った商品 



3 
 

 

■やまゆり生活協同組合 

■組織概要 

やまゆり生活協同組合は、海老名市を拠点に安全・安心な食品と日用品を共同購入す

る地域密着型の生協です。組合員の出資・利用・運営によって成り立ち、環境保全や地

産地消、組合員活動にも積極的に取り組んでいます。 

 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

やまゆり生活協同組合は、「おいしく、たのしく、ここちよく。」をテーマに、地域の

くらしを支える安全・安心な商品やサービスの提供に加え、環境保全や食育など幅広い

活動に取り組んでいます。Ｃｏ—ネット会員組織の皆さまとは、交流や学びの場を広げな

がら、地域課題の解決と持続可能な社会づくりに向けて連携を深めたいと考えています。

地産地消の推進、災害時の助け合い、子育てや高齢者支援など、互いの強みを活かし、

協同の力で地域の未来をより豊かにしていきます。 

 

■ホームページの QR コード 
 

2025.3.22 やまゆり感謝祭 2025 春 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：組合員活動室 山下佐和子 
TEL：046-237-3330              E-mail：yamashita@yamayuri.jp 
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地引網体験学習  

海を知る・学ぶ・育ててみる 

 

 

■三和漁業協同組合 

■組織概要 

三浦市内の初声、上宮田、城ケ島の３漁協が平成３１年２月に合併し、三和漁業協同組合

となりました。それぞれ初声支所、上宮田支所、城ケ島支所として運営し、各々漁業の歴史

や背景が違う中、漁業の発展に努めて参ります。 

 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

近年の温暖化や磯焼け等により漁獲量が減少している中、アオリイカの産卵床の設置や藻

場の再生回復活動等、資源の増大に取り組んでおり、従来の保全啓発活動をより持続可能な

ものとするブルーカーボンクレジット制度の活用を始めました。 
また、小学校から大学、企業まで幅広く対応した「地引網体験学習」や、一般募集による

「海を知る・学ぶ・育ててみる」等のイベントにより、海洋教育や観光に貢献しています。 
 

    

 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：三和漁業協同組合（初声支所）・岩﨑 

TEL：046-888-2056   E-mail：hassegyokyo@iaa.itkeeper.ne.jp 
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 ウッドチップ舗装の施工状
  

少花粉及び無花粉苗の育苗 

森林整備事業（木材搬出） 

 

 

■秦野市森林組合 

■組織概要 

秦野市は、北方に丹沢山塊が南方には渋沢丘陵が東西に走る、神奈川県唯一の盆地です。

こうした自然環境豊かな森林に囲まれた中で秦野市森林組合は、地域の森林資源を守り、育

て、活かすために、森林所有者をはじめ市民と共に持続可能な森林管理の活動に取り組んで

います。 

 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

森林は、木材資源、おいしい水、きれいな空気、災害からの防御、そして環境保全など私

たちの生活に多くの恵みをもたらしてくれています。また、地球温暖化防止には、森林整備

や木材利用等の森林吸収源対策が重要とされています。 
今後も未来のために、森林を守り、育て、活かすための活動を取り組んでまいります。そ

のためにも多くの皆さんに森林の役割を理解していただき、木材の利活用していただくこと

により、健全な森林づくりができますので、ご理解、ご協力をお願いします。 
 

 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：総務課長 岡﨑 篤 

TEL：0463-75-3351           E-mail：okazaki@hadano-shinrin.jp 
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■神奈川県消費者団体連絡会 
■組織概要 

神奈川県内で活動をしている 8つの消費者団体で構成しており、生活の質の向上、消費者

の権利の向上のために、学習会の開催をはじめ、神奈川県の審議会で消費者としての意見を

反映させたり、各種調査・研究、資料の交換などの活動を行っている団体です。 

 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

2025年は国連が定めた二度目の「国際協同組合年」です。この機会に「かながわＣo－ネ

ット」の皆様とともに、学びや交流を通じて、相互理解を深め、更なる連携をはかりたいと

考えています。 

 

■ホームページのQRコード 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：神奈川県消費者団体連絡会事務局 : 山田・田中  TEL：045-473-1031 

E-mail： Kazuhiro.Yamada@ucoop.or.jp 又は Tomomi.Tanaka@ucoop.or.jp 
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■(株)農協観光 

資格組織概要 

私たちは、ＪＡグループと共に「ふれあいツーリズム®」を通じて「楽しみ」や「生きが

い」「仲間づくり」をご提案します。 

私たちは「食」と「農」、ホスピタリティを追求し、JAや地域から必要とされる旅行会社

を目指します。 

 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

ＪＡグループの重点的取り組み分野の一つである「持続可能な地域・組織・事業基盤の確

立」のため、「ＪＡ観光事業」を中軸としながら地域振興と農業振興に資する事業機能を提

供する企業としての役割を発揮し、「農業の価値を高める」「農業の魅力を伝える」ために事

業を行っております。 

特に、関係人口創出による「1次産業・地域の活性化と課題解決」に貢献する事業（地域

共創事業・アグリンピア®事業など）を積極的に取り組んでいます。 

 

■ホームページの QR コード 

 

（教育旅行や法人企業旅行、障がい者雇用支援事業も行っています） 

 

 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者：神奈川エリアセンター 小川 

TEL：  045-201-7513             E-mail：s.ogawa@ntour.co.jp 

会社 HP 

e たび日和 HP 

 （個人型商品 WEB

販売しています） 
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■公益財団法人かながわ生き活き市民基金 

■組織概要 

当法人は、社会や地域の課題解決や活性化などの活動を推進する団体等とそうした活

動を支援したい人々とを繋ぎ、人々の自発的な意思やお金、労力、知恵などの社会的諸

資源を活用する事業を行うことで、神奈川の市民活動の社会的基盤の充実を図り地域の

公益を支える仕組みを構築して、市民による生き活きとした持続可能で豊かな地域社会

の実現に寄与することを目的とします。 

■Ｃｏ—ネット会員組織へのメッセージや、他組織と連携して取り組みたいこと等 

かながわ生き活き市民基金は、一人で支えきれない地域の活動をおおぜいの市民の協

力で解決する仕組みです。 
市民の寄附金によって地域の市民事業・活動へ助成等を行います。 

＜福祉たすけあい助成＞ 
・福祉・たすけあいに関する多様な市民の活動・事業を支援する基金です。例えば、高齢

者福祉・子 育て支援・就労困難な若者支援・障がい者支援等の市民事業や市民のボラ

ンタリーな活動、多世代 多文化の地域交流活動等に助成します。 

■ホームページの QR コード 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 23 期福祉たすけあい助成報告交流会 

■協同組合間等連携窓口 

担当部署・担当者 事務局長 土屋誠司 

〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-2-15 パレアナビル 6F 

TEL：045-620-9044 FAX：045-620-9045 

Mail s.tsuchiya@lively-citizens-fund.org 

 

mailto:s.tsuchiya@lively-citizens-fund.org

